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G (T).:T略 汗 (T/Tち)良,･
これをtくくTぅ とt''て享 の場合で計算し､それらの結果を内そうするようにすると
M (t ) ～ 了 れ e印 H t /TS)卜h】
(8)
m-砿･ト n-k/(1+k)I Tぅ～(T-Tg)-ゝ











実験の間には条件が変わらない限り､緩和し C･ T. TITL Tq
ないと見なせる｡そうでない部分 (パラの部
分)は早く緩和する｡A｡ではglassyの部分はすべて非平衡にある｡A｡⇒Alはその一部は解けて
パラの部分になりMは減少する｡Tl⇒T｡にすると解けた部分は再凍結するが今度は平衡状態の
まま凍結する｡再昇温するときにもTlまでは磁化ゼロの部分が解けるだけだからAl⇒Bl間はM
=一定であるoA-からは先と同じプロセスに従う｡最後にTgまで行けばpoo=0となり､M=
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｢スピングラスを中心とした新しい秩序相｣報告
0となる｡
11日ねtsuuraetal:プレプリント(L'T-18)
§5.磁場中のスピングラス
3次元ではSG相は微小磁場によってランダム磁場効果のために破壊され存在しないという
ことが最近主張されている恒 f.12)｡しかし､それ.らは次の点から無理であると考えられる｡
実験的には､a)H≠0での遅い穏和の存在 (ref.6,その他)｡もし破壊されても遅い穏和
が起きるとすれば何に4:ってSGと区別するかを明らかにしなければならない｡b)H≠0での
平衡穏和におけるT=∞になる温度 (AT線)の存在 (ref,3.13)｡その他の臨界現象｡C)フェ
ロ (あるいはアンチフェロ)相とSG相の共存｡
理論的には次の点から｡フェロ相は位相と振幅に関する秩序｡従って位相だけをこわすこと
は微小なエネルギーでも可能｡SG相は振幅だけに関する秩序｡ したがってこれを破壊するには
おしつぶさなければならず､弱い磁場では無理｡彼らの証明は最初の状態の位相を壊す条件だけ
から判断しているので､不十分｡
12)FisherandRuse,Phys.Rey.Lett.班 (1986日601;Bray&Hoore,ibid,鍾 (1987)57
13)BontempSetal:3-Hag.Hag.Mat.54-57(1986日
§6,まとめ
スピングラスを特徴づける性質としては､弱い結合力､強い縮退､柔らかい応答､遅い緩和
等があって､それらはお互いに深く関係 しているように思える｡これらの多彩な性質をもつスピ
ングラスに対するクラスターモデルからの接近は､まだあいまいな点や改良すべき点があるが､
以前のよりずっと核心に近ずきつつあるように感じられる｡
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